


・ 「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」において、知事と市町長が市町固有の具体的な課題

を議論する「１対１対談」や地域共通の課題を議論する「サミット会議」を開催し、課題の共有

を図りました。

また、地域会議の検討会議において、地域課題 20テーマについて市町と取り組み、５テーマ（６

事業）について、課題解決に向けた市町等の取組を補助しました。

今後も市町と連携して、地域課題の解決に向けて取り組んでいく必要があります。

・ 過疎・離島地域における地域活性化の取組や離島航路の維持を支援しています。引き続き、三重

県過疎地域自立促進計画の着実な進捗と三重県離島振興計画の策定を進める必要があります。

・ 特定地域の振興については、関係機関との連携のもと、時代の変化への対応もふまえ、地域のニ

ーズに合った利活用を進めていく必要があります。木曽岬干拓地については、メガソーラー事業

の誘致に向け、取組を進めました。また、わんぱく原っぱの供用に向けた盛土や工事を行ってい

ます。

・ 宮川流域においては、宮川流域ルネッサンス事業を推進するため、「宮川流域ルネッサンス協議

会」に参画し、関係市町、宮川流域案内人の会等と連携し、エコミュージアム事業など地域資源

を生かした地域づくりに取り組んでいます。引き続き関係機関と協働して「宮川流域ルネッサン

ス協議会」が作成した「事業方針」の実現に向けて着実に取り組んでいく必要があります。

・ 「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」により、多様な主体の意見が反映された地域づくり

を円滑に進めるとともに、住民に最も身近な自治体である市町が効果的に地域づくりを推進でき

るよう、市町の実情に応じた地域づくりの支援等に取り組みます。

・ 過疎・離島地域の振興に向けて、引き続き、地域活性化の取組や離島航路の維持を支援するとと

もに、三重県過疎地域自立促進計画、三重県離島振興計画の着実な進捗を図ります。

・ 木曽岬干拓地については、わんぱく原っぱの供用を行います。また、メガソーラー事業に関して、

事業者による工事を進めます。都市的土地利用を含めた今後の利活用について、地元市町と県を

構成員とする協議会を中心に検討を進めます。

・ 大仏山地域、中勢北部サイエンスシティ等の特定地域において、関係機関との連携により土地利

用の検討や企業誘致の支援を進めます。

・ 宮川流域圏づくりについては、「宮川流域ルネッサンス協議会」に参画し、宮川流域の保全・再

生や地域が主体的に取り組む地域の資源を生かした個性豊かで活力ある地域づくりを促進しま

す。

進捗状況（現状と課題）

平成 25年度の取組方向



● 地域づくり調整事業【基本事業名：25501 市町との連携・協働による地域づくり】

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費）

当初予算額：(24) ４５，７４５千円 → (25) ４０，５４４千円

事業概要：「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）等において、地域づくりの

課題解決に向け、市町の実情に応じた地域づくりの支援等に取り組みます。

●地域活性化支援事業【基本事業名：25502 過疎・離島・半島地域の振興】

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費）

当初予算額：(24) ２１，２５０千円 → (25) １８，０００千円

事業概要：過疎地域等条件不利地域において、魅力と活力ある地域づくりを推進するため、市

町が行う住民の身近な生活課題を解決するための取組や地域の特色を生かした活

性化の取組に対して支援します。

●木曽岬干拓地整備事業【基本事業名：25503 特定地域の活性化】

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費）

当初予算額：(24) ９５９，８１２千円 → (25) ９２８，３５６千円

事業概要：県土地開発公社が国から先行取得した土地の買戻しや、環境影響評価事後調査、排

水機場等の維持管理・修繕、わんぱく原っぱの供用に伴う維持管理の実施等を行う

とともに、これまでの調査結果をふまえて今後の土地利用についての検討を進めま

す。

●宮川流域圏づくり推進事業【基本事業名：25504 宮川流域圏づくりの推進】

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費）

当初予算額：(24) ７，２２４千円 →(25) ６，７６４千円

事業概要：宮川流域の地域課題に対応するため、「宮川流域ルネッサンス協議会」に参画し、宮

川流域の自然・歴史・文化の保全・再生に取り組むとともに、地域が主体的に取り

組む地域の資源を生かした個性豊かで活力ある地域づくりを促進します。

主な事業

地域連携部


